





吉 井 珠 代 *
An Educational Method of Teaching the Importance of Life 
－ Focus on the Practical Use of Handbook Certifying Implementation of Maternal 









































































































































































































































































































































































Ｃグループの 14名の合計 42 名であり、実に 50％
という高い率（この中には、母子手帳が紛失その
他で手元になかったり、宿題を手抜きしただけだ
ったりなど、単に授業のねらいが伝わらなかった
学生たちと片付けられない要素が含まれているが）
になった。
　このことから、筆者自身の教授方法、とくに学
びを集約させる過程において、保護者との会話や
保護者の思いを慮ることなどを引き出せるような
質問項目を工夫する必要があったと反省した。
おわりに
　今回、筆者が担当した「小児保健」は、保育士
資格の必須科目（授業形態；講義）であるため、
本稿の試みのように演習系の内容を取り入れるこ
とに疑問を感じる意見もあるかと思う。また、今
回の効果測定において多分に筆者の主観的評価が
あったことは否めない事実であるが、今回の結果
から導き出された約５割の学生の、相手を思いや
る気もちや感謝の気もち、読解力、想像力などの
乏しさは、保育者として「乳幼児の生命を守る」
という責務を果たせるかどうかに影響する“保育
知識の乏しさ”にも共通する事象であり、看過で
きない性質の課題である。
　日常的には、現在の学生の大半が授業中の教科
書に書かれていることの教員の補足説明などにつ
いても口述筆記できないことから、板書の必要性
が多くなりかなりの時間を使うので、教科書に書
かれた内容以外の追加説明を少なくせざるを得な
い場合が多い。こういう現状からも、担当者は授
業時間のすべてを講義に費やすだけでは学生の理
解が得られにくく、適宜演習も取り入れる授業計
画が求められていると考える。
　実際に、今回の母子手帳を用いた“生
いの ち
命の大切
さを伝える”２回の演習授業は、学生の授業態度
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も良好であり、ある程度の効果を得ることができ
たといえる。そういう意味において、自分自身の
成長・発達の記録である母子健康手帳は、学生の
興味・関心を引き出すのに十分 4）であり、活用で
きる教材であった。　　　　　　　　　　　　　
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